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製　造　業

◇味噌･年末需要により若干の出荷増が見られたが､停

滞基調が続いている｡消費者価格の低下基調が続いてお

り､業況-の圧迫感が強い｡

◇納豆　典型的なデフレスパイラルに入ってしまったとしか

思えない｡他力本願ではなく､自助努力によって生き残る

しかない状況である｡

く〉葉子･前半の和洋菓子の売行きは伸び悩んだが､年の

瀬の後半はクリスマスケーキ･餅等の売行きが若干伸びた｡

く〇パン-景気回復の見通しが難しいが何か工夫をして一歩

でも前進をと考えているo

◇酒-11月の県内全体の課税移出数量は前年比95 9%と

前年割れが拡大｡純米酒は10月まで着実な伸びを示してき

たが､ 11月は前年比953%とマイナスに転じた｡

◇繊維製品.業界の状況は益々悪化D　国内生産は特定の

物を除き難しいのが現実｡

◇繊維製品(袋物) ･各社とも仕事量を確保でき売上もあ

る程度維持できたようだが､まだまだ油断は出来ない｡

◇木材-製品市況は軟調なまま推移した｡先行きの不透明

感で販売店は必要当用買いを徹底している｡

◇プレカット　月初めは先が見えなかったが後半になって

仕事が決まり出し前年同月比700/.となったo

◇段ボール･前年よりは悪いが減少幅は改善したo取引会

社の業績が前年並みになった企業も一部出てきたが､依然

先の見えない状態が続いているo

◇印刷(締合) 11月の紙の国内出荷は前年同月比1.90/.減､

マイナス幅は縮小したが14ケ月連続の前年割れが続いてい

る(日本製耗連合会紙需給速報)o

◇陶磁器-不況の影響を強く感じる｡

◇鋸金･売上高は前年比若干の増加となったが前々年比

では依然2割程度の落ち込みで､景気動向は依然不透明｡

◇重電･-前倒しの仕事が若干増え2月頃より変動の見込みo

◇電化機器･生産高は前年比118百万円増(自動車関連が

126百万円増)の701百万円となったが､ 18 ･ 19年比では約

120百万円も落ち込んでいる｡

く〉自動車部品･受注高前年比976%､前月比95.6%｡

◇工業団地(農機部品) ･売上状況は前年比で1社増加6

社減少｡全体の売上高は前年比770/.o

非製造業
◇セメント卸･ ･袋セメント出荷状況は前年比約9%減｡減

少が続いておりさらなる減少も懸念される｡

◇水産卸-精算所取扱高は前年比2.61%の減｡ 11月に引

続き12/26･27の両日､水産物･青果を扱う仲卸と関連店

舗が協力して｢年末市場開放デー｣を開催したQ

◇県西地区卸売業-年末の需要増に期待したが前年比減

少の企業が多く､低迷状態が依然続いている｡

◇県南地区共同店舗-近隣の超広域型大型店舗の影響に

より全業種で売上が低迷o通常月と変わらない消費量に思

えるほど減少が続いている｡

◇県北地区共同店舗-･業種間で結果が明暗を分けた｡問

題点が一様でないため､解決策を見出すのを困難としてい

る｡

◇家電･地デジアドバイス活動(戸別訪問)と年末需要に

より､売上高は前年比110%(薄型テレビ130%､冷蔵庫

129%､エアコン107%)となった｡

◇書築-図書館等利用者が増加したのか､来店数は横這

いも売上が上がらない｡前年比マイナスが続いている｡

く〇石油-ガソリン販売価格は前年比7円値上りしているが､

景気低迷による需要の減少や省エネ車等の普及により売上

は伸びず､販売競争激化からマージンが圧縮されており､

依然厳しい経営環境となっている｡

◇中古自動車-12月も出品台数が少なく成約率も悪いo出

品車台数増加策として記念オークションを増やしているが

効果が表れていない｡

◇自動車整備-県全体の検査台数(指定整備は除く)は､

普通車67%減少､軽自動車17%増加､両車併せての全体

の業務量は4 0%の減少｡

C)総合建設･官公需に若干の動きはあるが､民間工事は

低迷が続いており､各社厳しい年末を迎えているo

◇交通安全施設業-今後の経済対策に期待｡

◇管工事-県内全域押しなべて好転の兆しはなく､低い

水準のまま推移｡

◇県北地区運輸-年末商戦もあり主要顧客の出荷物量は

低いレベルながら前年と同水準で､燃料価格の高止まり分､

収益を圧迫している｡

◇県央地区軽貨物-輸送量が前年比で50%以上激減｡
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E天気図の見方】県内情報連絡員か毎月いただいている情報連絡業の景況項Elについて､ ｢耶
加｣ (又は｢好賑｣)兼種d.,qJ合から｢減少｣ (又は｢悪化｣)菜種掛合を差し引いた億(DI佃)

をもとに作成しています.その基準は､下園のとおりです.
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